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メイロン静注250mL製剤の誤った処方

末梢性は い症の

治療
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オー繊 規格を

確:ユせす選択した

鳳瘍椰喪症候群の

治療

メイロン薔注フ%
250mL
十ボタコールR輪液

1曰2回

オータ画面|=250mL

製剤.20mL襲剤の

順¨ .確囲

せ,選択した

メイロン静注250mL製剤を誤つて処方オーダ

し、投与したことにより.患者に影響があつた

事例が報告されています。
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予防
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メイロン静注250mL製剤を誤って処方オーダし.患者が高ナトリウム血症や心不全

をきたした事例が3件報告されています(集計期間:2019年 i月 1曰 ～202]年
9月 30日 )。 この情報は.第65回報告書「分析テーマ」で取り上げた内容をもとに

作成しました.

メイロン静注フ。o

20mL
]日2回

6日

メイロン静注フ%
20mL
十ボタコールR輪液

1曰2回

4曰

目的 処方すべき内容 主な背景

炭酸水素Na静注1.26● o

パッグ1000mL
180mL/h
検査前後各1時間

メイロン静注3.4。 。

250mL 4バッグ

180mL/h
検査前後

1曰
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医師は.メイロン静注フ。o20mLをボタコールR輸液500mLに混注し.]日 2回投与する

予定とした.オーダを入力し
'こ
勝_L段にメイロン静注フ%e50mL/袋 ).下段にメイロン静注

フ。oCOmL′ A)と表示され.規格や剤形を確認せす上段を選択した。着譲師は.メイロン静注

フ%250mしを騒 に混たすることに違和感があったが送 師に確認吻 かった.輸液用パッグ

を用いて.投与 1曰 日と2日曰|ま看護師.投与3曰 日と4日 目は薬剤師が.メイロン静″ 。o

250mLと ボタコールR輸波500mLを混注した.投与4曰日.医師が看護師から末梢躙脈

ライン閉露の報告を受け確認したところ.メイロン静注フ%250mLが投与されていること

に気付ιヽた。患者は.心不全と軽度の肺水踵をきたした.
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・オー

'国
回の案剤名は規格を先に表示する。

樹)【250mL】 メイコン静注7%
・メイロン静注250mL製剤の処方時にアラートを表示する。

例)250mL製剤 :側競与で高ナトリウム血掟0澤れあリ

・使用日詢や使用実績を躇まえて,メイロン静注250mL製刺を処方

オーダできる診療科や払い出す部署・病棟を限定する。
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事例が発生した医療機関の取り組み

上記は一例です.自施設に合つた取り組みを検討してください.

取り組みのポイント


